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巻頭言

　来年、広島で全国協同集会が開催さ
れて、20周年という節目の年を迎える。
ここで改めて20年をふり返り、全国集
会後に発展した地域協同集会と協同の
ネットワークについて検証する。
　当時、私たちはワーカーズに対しほ
とんど知識がなかったため、準備の段
階で戸惑いとワクワク感が入り混じ
り、あっという間に終了したというの
が実感である。終わってみると「人と
人との結びつき、すなわち“協同”こそ
が地域づくりの根幹だ」と再認識させ
られた集会であった。
　そして、翌年の1999年からの３年間、
毎年、ひろしま「地域と協同」集会が
開催された。1999年の主たる収穫は、
県内各地で協同の実践が多様に展開さ
れており、生協や農協などの既存の協
同組合の内部や周辺部に「生活支援（助
け合い）活動」や「直売所」など当事
者主体の小さな協同が誕生し、“協同”
を醸成しているばかりではなく、生協
や農協に好影響を与えているという発
見であった。
　３年間の活動交流で到達した結論
は、「協同組合は、人と人との協同的
な結びつきを維持しながら、効率的な

事業組織を組み立てるという難問を常
に突きつけられている。その難問の克
服に向けては、協同組合は効率化によ
るシステマティックな大規模な組織に
一元化するのではなく、協同を内部に
組織化しうる事業組織として『小さな
協同組合を無数に内部化』することが
重要である。すなわち、大きな協同・
協同組合の中に小さな協同・協同組合
をつくるという『協同組合内小協同組
合』の形成が課題だ」ということだ。

　その後、県内では“協同労働”に対し
ての関心が高まってきた。2009年11月
に開催された「協同集会 in 広島2009」
では、ワーカーズの○△□（まる・さ
んかく・しかく）の高齢者福祉、NPO
法人の障害者雇用の現場、生協しまね
の「おたがいさま」、広島県世良高原
の農業の６次産業化などの現状が報告
された。そこでの発見は、報告団体の
活動実体はまさに“協同労働”だという
ことと、くらしのニーズや地域の課題
が複雑・多様化する中、地域づくりは
協同（労働）を軸としたネットワークが
不可欠だということであった。そして
2011年１月、ひろしま「協同労働」推

地域協同集会の意義と
協同のネットワーク巻頭言

岡村 信秀（広島県生活協同組合連合会 会長理事/協同総研副理事長）
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進ネットワーク（「協同」ネット）が発
足し、翌2012年10月には「協同」ネッ
ト主催による「広島協同集会2012－
地域・くらしまるごと協同」が開催さ
れた。来賓の松井広島市長からは「協
同労働はまさに人間性の本質に根ざし
た労働であり、ディーセントワークの
先取りではないか」とエールがおくら
れた。ちなみに、この集会は県内のす
べての自治体が「後援団体」として応
援してくれた。また、広島県協同組合
連絡協議会（HJC、農協や生協など11
団体）は組織として「協同」ネットに
加入した。
　その後、「協同」ネットは、映画

「ワーカーズ」の上映、広島市「協同
労働」プラットフォーム事業や自伐型
林業の応援など多様な連帯活動を展開
しているが、毎月１回の学習会「くら
しのセミナー」の開催とそのあとの飲
み会はとくに大切にしている。そして、
来年、全国協同集会広島開催の20周年
を迎えるにあたり、さらなる前進に向
け協同集会の開催の声が聞こえてく
る。県レベルでの協同のネットワーク
のさらなる前進（連帯）と地域レベルで
の小さな協同の広がり（地域づくり）の
新たな段階のはじまりである。

　地域づくりは当事者主体による小さ
な協同づくりが大切だ。そして、その
広がりと連続は、その周辺で、様々な
協同組合や協同組織、中小企業者、行

政などの多様な協同（労働）のネット
ワークの形成と小さな協同との連携が
不可欠となってくる。協同のネット
ワークの意義はまさにここにある。そ
して、それらを検証し新たな段階へ前
進させていくためにも地域協同集会は
重要な意味をもつ。
　そのような中、2017年11月には広島
県労福協主催の研修会で講師にワー
カーズが招へいされ、センター事業団
中四国事業本部長とプラットフォーム
事業の統括責任者の２人が講演した。
また、2018年２月にはHJC主催の「協
同組合学校」でもワーカーズに講演が
依頼されている。このように県レベル
において、ワーカーズとHJC、労福協、
NPO、行政などの多様な連帯が加速
しはじめているが、その要となってい
るのが「協同」ネットだ。今後の課題
は、小さな協同のさらなる広がりと新
たな社会経済システムの形成への関与
だ。

　時代は、多様性や創造性を認め合い、
共に生き、共に育ち、共に働き、人々
の幸福感や夢と希望が感じ取れる社会
経済システムの形成を求めている。そ
の実現に向けては、全国各地で地域協
同集会が開催され協同のネットワーク
が広がることが重要だ。次代への責務
としてもうひと踏ん張りしなければな
らない。



協同総合研究所は、労働者､ 市民が自らの力で自律的に仕事と生活の
豊かさを求める活動を支援するシンクタンクです。わが国にも「大量
失業の時代」が到来する中で、労働者、市民が自主的に仕事おこしを
する労働者協同組合（ワーカーズコープ）への注目が増しています。
研究所は、わが国唯一の「労働者協同組合」に関する専門研究機関です。

研究活動をネットワークし、蓄積された情報を資源
として支援する「協同の發見」を会員のみなさま
に毎月お届けいたします。




